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Summary
Confucianism is not only the standard for conduct but also the fundamental 
thought of politics among the Chinese dynasties. Confucianism designated 
Chinese emperors to carry out two most important rituals, the ritual 
for Heaven and the ritual for ancestors. These rituals required animal 
sacrifices. Emperor Wudi of Liang dynasty believed in Buddhism, so he 
tried to perform ritual for ancestors without the animal sacrifices. He 
criticized “Shenmielun” and advocated reformation of the Ancestral 
Shrine. That reformation was realized after about 10 years.

梁代における『神滅論』批判と宗廟祭祀改革

遠　藤　祐　介
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は
じ
め
に

　
范は
ん
し
ん縝
撰
『
神
滅
論
』
は
人
間
の
死
後
に
精
神
は
滅
す
る
と
説
き
、
仏
教
の
輪
廻
転
生
を
否
定
し
た
論
文
で
あ
る
。『
神
滅
論
』

は
『
梁
書
』
儒
林
伝
巻
四
八
范
縝
条
（
書
局
三
、
六
七
〇（

（
（

）
に
「
此
の
論
出
る
や
、
朝
野
は
諠
譁
た
り
。
子
良
は
僧
を
集
め
て
之

れ
を
難
ず
る
も
屈
す
る
能
わ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
南
斉
代
に
竟
き
ょ
う
り
ょ
う
お
う
し
ょ
う
し
り
ょ
う

陵
王
蕭
子
良
ら
仏
教
信
者
の
士
大
夫
か
ら
批
判
を
受
け
、
梁

代
に
な
る
と
梁
武
帝
蕭し
ょ
う
え
ん衍ら
か
ら
再
び
強
く
批
判
さ
れ
た
。

　『
神
滅
論
』
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
は
、
蜂
屋
邦
夫
氏
が
詳
細
に
研
究
し
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
梁
武
帝
が
『
大
梁
皇
帝
勅
答
臣

下
神
滅
論
』
を
著
し
、
法
雲
や
朝
臣
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
、
大
規
模
な
『
神
滅
論
』
批
判
を
展
開
し
た
意
図
に
つ
い
て
は
詳
し
い

考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
梁
武
帝
は
天
監
十
六
年
（
五
一
七
）
に
宗
廟
祭
祀
の
供
物
と
し
て
、
牛
・
羊
・
豚
な
ど
動
物
の

犠
牲
を
用
い
ず
小
麦
粉
で
作
っ
た
食
品
や
野
菜
に
替
え
る
と
い
う
改
革
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
改
革
と
『
神
滅
論
』
批
判
の
関
連
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性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
皇
帝
は
儒
家
的
秩
序
を
体
現
す
る
礼
と
い
う
行
動
規
範
に
基
づ
い
て
天
下
を
治
め
、
礼
の
中
で
も
皇
帝
祭
祀
は
き
わ
め
て
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
皇
帝
祭
祀
の
二
つ
の
柱
と
な
る
の
が
天
の
祭
祀
と
宗
廟
の
祭
祀
で
あ
る（

（
（

。
宗
廟
祭
祀
は
孝
の
実
践
と
し
て
の
儀

礼
で
あ
り
、
皇
帝
と
い
え
ど
も
こ
れ
を
軽
々
に
変
革
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
り
に
宗
廟
祭
祀
を
変
革
す
る
な
ら
ば
、
従
来
の

儒
家
的
世
界
観
に
代
わ
り
う
る
世
界
観
を
提
示
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
皇
帝
と
と
も
に
王
朝
を
支
え
る
士
大
夫
た
ち
が
新
し
い
世
界

観
に
同
意
し
て
変
革
を
支
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
『
大
梁
皇
帝
勅
答
臣
下
神
滅
論
』
に
始
ま
る
一
連
の
『
神
滅
論
』
批
判
と
、
梁
代
に
お
け
る
宗
廟
祭
祀
改
革
と
の
関

連
性
を
探
り
つ
つ
、
梁
武
帝
に
よ
る
宗
廟
祭
祀
改
革
の
構
想
か
ら
実
施
に
至
る
ま
で
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、　

梁
武
帝
と
礼
楽　

─
宗
廟
祭
祀
改
革
に
至
る
背
景
─

　

皇
帝
祭
祀
の
二
つ
の
柱
と
は
天
の
祭
祀
と
宗
廟
の
祭
祀
で
あ
る
が
、
宗
廟
と
は
お
た
ま
や
の
こ
と
で
、
こ
こ
に
は
神し
ん
し
ゅ主
と
い
う

位
牌
が
祖
先
の
か
た
し
ろ
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
。
皇
帝
の
場
合
、
王
朝
の
創
始
者
と
目
さ
れ
る
人
物
を
太
祖
と
呼
ん
で
ま
つ
り
、

太
祖
と
六
代
の
祖
先
を
合
わ
せ
て
合
計
七
代
を
ま
つ
る
。
こ
れ
を
天
子
七
廟
の
制
と
い
い
、『
礼
記
』
王
制
篇
に
あ
る
よ
う
に
臣

下
が
ま
つ
る
こ
と
が
で
き
る
祖
先
は
身
分
に
応
じ
て
五
廟
、
三
廟
、
一
廟
と
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　

本
節
で
は
、
仏
教
を
篤
く
信
仰
し
た
梁
武
帝
の
礼
楽
に
対
す
る
認
識
を
確
認
す
る
が
、
梁
武
帝
に
は
礼
楽
重
視
と
礼
楽
相
対
化

と
い
う
特
徴
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
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①
礼
楽
重
視
の
一
面

　

梁
武
帝
が
み
ず
か
ら
天
を
ま
つ
っ
た
親
祭
の
記
録
は
『
梁
書
』・『
南
史
』・『
隋
書
』
に
あ
り
、
金
子
修
一
氏
が
表
に
ま
と
め
て

い
る（

（
（

。
こ
の
表
を
見
る
と
、
郊
祀
（
天
の
祭
祀
）
が
励
行
さ
れ
た
と
い
う
南
朝
の
皇
帝
た
ち
の
中
で
も
、
梁
武
帝
が
親
祭
を
継
続

し
て
熱
心
に
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

宗
廟
祭
祀
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
巻
七
礼
儀
志
二
（
書
局
一
、
一
三
一
）
に
「
遂
に
東
城
に
お
い
て
時
祭
し
訖お
わ

り
て
、
神
主

を
太
廟
に
遷
す
」
と
あ
り
、
梁
武
帝
は
皇
帝
に
即
位
し
た
天
監
元
年
（
五
〇
二
）
に
す
で
に
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
時
祭
に
つ
い
て
は
、「
宗
廟
の
祭
祀
に
は
小
祭
と
大
祭
と
が
あ
る
。
小
祭
は
四
時
祭
ま
た
は
時
祭
と
い
う
が
、
実
際
に
は

一
・
四
・
七
・
十
月
の
四
盂
月
と
臘
月
（
後
漢
で
は
冬
至
後
三
回
目
の
戌
日
、
唐
代
で
は
辰
日
）
と
の
年
間
五
回
の
祭
祀
で
あ
っ

た
」
と
い
う
金
子
氏
の
解
説
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
れ
に
つ
い
で
、『
隋
書
』
巻
一
三
音
楽
志
上
（
書
局
二
、
三
〇
五
）
に
、
天
監
七
年
（
五
〇
八
）
に
梁
武
帝
が
宗
廟
の
親
祭

を
実
施
し
た
記
録
が
あ
る
。
金
子
氏
は
『
隋
書
』
音
楽
志
の
記
事
な
ど
を
分
析
し
て
、

武
帝
の
詔
の
中
で
「
今
親
奉
始
出
宮
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
武
帝
は
天
監
七
年
（
五
〇
八
）
に
な
っ
て
初
め
て
宗
廟

の
祭
祀
（
禘
祫
か
時
祭
か
不
明
）
を
親
祭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。（
中
略
）
武
帝
の
宗
廟
の
親
祭
は
、
即
位
六

年
後
の
天
監
七
年
に
至
っ
て
本
格
化
し
た
と
言
え
る
。（
中
略
）
天
監
七
年
以
降
の
宗
廟
の
正
祭
は
武
帝
に
よ
っ
て
親
祭
が

続
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る（

（
（

。
梁
武
帝
に
よ
る
宗
廟
祭
祀
は
天
監
七
年
が
一
つ
の
節
目
と
な
り
、
そ
の
後
本
格
化
し
た
と
理
解
で

き
る
。

②
礼
楽
相
対
化
の
一
面

　

梁
武
帝
の
礼
楽
重
視
の
一
面
に
続
い
て
、
礼
楽
を
絶
対
的
な
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
一
面
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
と
し
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た
い
。
梁
武
帝
は
南
朝
宋
の
大
明
八
年
（
四
六
四
）
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
彼
の
幼
少
期
の
南
朝
宋
代
末
期
に
発
生
し
た
『
夷
夏

論
』
論
争
に
お
い
て
、『
夷
夏
論
』
の
撰
者
顧こ

歓か
ん

に
反
論
す
る
立
場
の
論
者
は
い
ず
れ
も
礼
楽
相
対
化
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る（

（
（

。

そ
の
中
で
も
宗
廟
祭
祀
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、
礼
楽
の
相
対
化
を
論
じ
た
慧え

通つ
う

の
論
を
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
『
弘
明
集
』
巻
七
（
大
正
五
二
、
四
六
上
）
に
、

宗そ
う
び
ょ
う
き
ょ
う
し

廟
享
祀
に
至
り
て
は
、
皇
孝
を
禘て
い
こ
う祫
す
。
然
れ
ば
則
ち
孝
敬
の
至
に
し
て
、
世
は
焉こ

れ
に
加
う
る
莫
し
と
す
。
若も

し
乃
ち

煙
香
が
夕
台
に
あ
り
、
韻
法
が
晨
宮
に
あ
り
、
礼
拝
懺
悔
し
、
祈
請
輟や

め
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
上
は
歴
劫
の
親
属
に
逮お
よ

び
、

下
は
一
切
蒼そ
う
せ
い生
に
至
る
。
斯か

く
の
若ご
と

く
孝
慈
の
弘
大
な
る
は
愚ぐ

瞽こ

の
測
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。

と
い
う
慧
通
の
論
が
記
さ
れ
て
い
る
。
禘
祫
と
は
時
祭
（
小
祭
）
よ
り
も
大
き
い
大
祭
の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
慧
通
に
よ
る
と
、
儒
家

的
秩
序
に
お
い
て
は
宗
廟
祭
祀
の
大
祭
で
あ
る
禘
祭
と
祫
祭
が
最
高
の
孝
行
で
あ
る
が
、
実
は
仏
教
の
習
慣
に
従
っ
て
香
を
焚
き

経
典
を
読
誦
し
礼
拝
懺
悔
や
祈
請
を
続
け
る
功
徳
の
ほ
う
が
大
き
く
、
上
は
こ
れ
ま
で
永
遠
と
も
い
え
る
ほ
ど
長
い
間
輪
廻
を
繰

り
返
し
て
き
た
時
の
親
属
に
及
び
、
下
は
現
世
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
々
に
至
る
と
い
う
。

　

慧
通
は
決
し
て
儒
家
的
秩
序
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
仏
教
信
者
の
多
く
は
、
儒
家
は
仏
教
よ
り
も
内
容
は

浅
薄
で
仏
教
に
よ
っ
て
包
摂
さ
れ
る
教
え
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
儒
家
の
徳
目
や
行
動
様
式
は
中
国
と
い
う
地
域
と
当
時
の
時

代
性
に
は
ほ
ぼ
適
合
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
論
は
、
東
晋
代
以
来
の
仏
教
優
位
を
前
提
と
し
た
儒
仏
一
致

論
と
呼
ば
れ
る
。
儒
仏
一
致
論
の
一
つ
の
展
開
と
し
て
、
儒
家
や
道
家
・
道
教
の
教
え
は
内
容
的
の
み
な
ら
ず
歴
史
的
に
見
て

も
仏
教
の
下
に
あ
る
と
い
う
説
も
生
ま
れ
た
。
ど
の
経
典
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
弘
明
集
』
巻
七
（
大
正

五
二
、
四
五
下
）
に
、

経
に
云
う
、
摩ま

訶か

迦か
し
ょ
う葉
、
彼
は
老
子
を
称
す
。
光こ
う
じ
ょ
う
ど
う
じ

浄
童
子
、
彼
は
仲
尼
と
名
づ
く
。
将も
っ

て
老
氏
は
仏
に
非
ざ
る
を
知
る
。

と
あ
り
、
慧
通
は
釈
尊
の
弟
子
摩
訶
迦
葉
が
老
子
で
、
光
浄
童
子
が
孔
子
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
宗
廟
祭
祀
の
大
祭
よ
り
も
仏
教
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の
礼
拝
儀
礼
を
上
に
位
置
付
け
る
慧
通
の
考
え
方
は
、『
夷
夏
論
』
論
争
に
お
い
て
顧
歓
を
批
判
し
た
周
し
ゅ
う
ぎ
ょ
う
顒
ら
も
共
有
し
て
い
た

と
想
定
さ
れ
る
。

　

慧
通
に
お
け
る
礼
楽
相
対
化
の
思
想
と
梁
武
帝
を
つ
な
ぐ
人
物
と
し
て
、
周
顒
と
蕭
子
良
の
存
在
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

『
夷
夏
論
』
論
争
に
お
い
て
、
顧
歓
を
批
判
す
る
立
場
に
は
「
仏
教
と
道
教
の
根
源
的
な
同
一
性
を
認
め
る
立
場
」
と
「
最
高
の

境
地
に
お
い
て
仏
教
が
道
教
を
凌
駕
す
る
と
い
う
立
場
」
の
二
種
類
が
あ
る
。「
仏
教
と
道
教
の
根
源
的
な
同
一
性
を
認
め
る
立

場
」
の
張
融
と
「
最
高
の
境
地
に
お
い
て
仏
教
が
道
教
を
凌
駕
す
る
と
い
う
立
場
」
の
周
顒
の
問
答
（
張
周
問
答
）
と
、
南
斉
代

に
お
け
る
孔こ
う

稚ち

珪け
い

と
蕭
子
良
の
問
答
（
蕭
孔
問
答
）
の
間
に
は
連
続
性
が
観
察
さ
れ
、
張
融
の
立
場
を
孔
稚
珪
が
継
承
し
、
周
顒

の
立
場
を
蕭
子
良
が
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
は
以
前
の
論
考
で
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る（

（
（

。

　

梁
武
帝
蕭
衍
は
蕭
子
良
と
親
し
い
交
友
関
係
を
持
ち
、『
梁
書
』
巻
一
武
帝
紀
上
（
書
局
一
、
二
）
に
、

竟
陵
王
子
良
は
西
邸
を
開
き
、
文
学
を
招
じ
、
高
祖
と
沈
約
、
謝
朓
、
王
融
、
蕭
琛
、
范
雲
、
任
昉
、
陸

ら
は
並と
も

に
遊

び
、
号
し
て
八
友
と
曰い

う
。

と
記
さ
れ
、
梁
武
帝
（
高
祖
）
は
蕭
子
良
か
ら
少
な
か
ら
ず
仏
教
の
薫
陶
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
南
斉
書
』
巻
四
〇
蕭
子
良
伝
（
書
局
三
、
六
九
九
）
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
統
治
者
と
し
て
菩
薩
の
あ
り
方
を
規
範
と
し
た

蕭
子
良
は
殺
生
を
忌
み
、
父
親
で
あ
る
南
斉
の
武
帝
蕭し
ょ
う
さ
く
賾
に
雉
狩
り
の
中
止
を
求
め
る
上
奏
を
し
た
が
、『
礼
記
』
王
制
篇
に
は

皇
帝
や
諸
侯
は
国
に
異
常
事
態
が
な
け
れ
ば
年
に
三
回
狩
猟
を
す
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
儒
家
的
秩
序
に
お
い
て
狩
猟

は
む
し
ろ
推
奨
さ
れ
て
い
る
一
面
が
あ
る（

（1
（

。
蕭
子
良
の
思
想
に
お
い
て
は
仏
教
の
不
殺
生
が
礼
楽
に
優
先
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
思

想
は
不
殺
生
を
伝
統
的
な
宗
廟
の
儀
礼
よ
り
も
優
先
し
た
梁
武
帝
に
継
承
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
慧
通
と
蕭
子
良
に
観
察
さ
れ
る
礼
楽
相
対
化
の
思
想
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
梁
武
帝
の
宗
廟
祭
祀
改
革
に
つ
い
て

考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
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二
、『
大
梁
皇
帝
勅
答
臣
下
神
滅
論
』
に
お
け
る
梁
武
帝
の
意
図

　

梁
武
帝
が
法
雲
や
朝
臣
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
展
開
し
た
『
神
滅
論
』
批
判
は
、『
大
梁
皇
帝
勅
答
臣
下
神
滅
論
』（『
弘
明
集
』

巻
一
〇
所
収
、
以
下
『
勅
答
』）
に
始
ま
る
。『
勅
答
』
に
先
立
っ
て
、
あ
る
い
は
『
勅
答
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
梁
武
帝
は
『
大

梁
皇
帝
立
神
明
成
仏
義
記
』（『
弘
明
集
』
巻
九
所
収
、
以
下
『
神
明
成
仏
義
』）
を
著
し
て
『
神
滅
論
』
を
批
判
し
て
い
る
が（

（1
（

、

『
神
明
成
仏
義
』
を
執
筆
し
た
目
的
と
は
、『
神
滅
論
』
を
批
判
し
て
輪
廻
や
報
応
思
想
に
基
づ
く
神
不
滅
と
い
う
仏
教
的
世
界
観

の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
り
、
礼
楽
を
改
変
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
見
ら
れ
な
い
。『
勅
答
』
に
は
『
神
明
成
仏
義
』
に

記
さ
れ
る
思
想
内
容
を
踏
ま
え
て
、
神
不
滅
論
な
ど
の
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
い
て
礼
楽
を
改
変
し
よ
う
と
し
て
い
る
意
図
が
観

察
さ
れ
る
の
で
、
以
下
に
梁
武
帝
が
『
勅
答
』
を
執
筆
し
た
意
図
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
『
勅
答
』
に
始
ま
る
一
連
の
『
神
滅
論
』
批
判
に
関
す
る
文
書
は
、『
弘
明
集
』
巻
一
〇
に
①
『
勅
答
』、
②
『
勅
答
』
を
受
け

て
法
雲
が
朝
臣
に
宛
て
て
書
い
た
『
荘
厳
寺
法
雲
法
師
与
公
王
朝
貴
書
』（
以
下
、
法
雲
書
簡
）、
③
法
雲
書
簡
を
受
け
て
六
十
二

名
の
朝
臣
か
ら
法
雲
に
宛
て
た
答と
う
し
ょ書
（
以
下
、
答
書
）
の
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、

『
神
滅
論
』
を
批
判
し
た
梁
武
帝
の
意
図
に
つ
い
て
、
神
不
滅
論
の
正
し
さ
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
見
解
以
外
は
提
示

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
『
勅
答
』
を
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
次
の
二
つ
の
要
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

神
不
滅
論
の
正
当
性
に
関
す
る
主
張
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
勅
答
』（
大
正
五
二
、
六
〇
中
）
に
「
三
聖
の
教
え
を
設
く
る
を
観
る

に
、
皆
不
滅
と
云
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
人
の
聖
人
が
神
不
滅
論
の
正
当
性
を
保
証
し
て
い
る
と
い
う
論
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

−7−



　

第
二
は
『
勅
答
』（
大
正
五
二
、
六
〇
中
）
に
、

止た

だ
二
事
を
挙
げ
て
試
み
に
以
て
言
を
為
さ
ん
。
祭
義
に
云
え
ら
く
、
惟た
だ

孝
子
の
み
能よ

く
親
を
饗き
ょ
うす
る
こ
と
を
為
す
。
礼
運

に
云
え
ら
く
、
三
日
齋さ
い

し
て
必
ず
祭
る
所
を
見
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
礼
の
実
践
の
根
拠
と
な
る
『
礼
記
』
の
祭
義
篇
と
礼
運
篇（

（1
（

を
挙
げ
て
、
前
者
を
も
と
に
正
し
い
孝
の
認
識
に
基

づ
い
て
宗
廟
祭
祀
を
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
、
後
者
を
も
と
に
敬
虔
な
気
持
ち
で
斎
戒
す
れ
ば
祭
る
対
象
と
な
る
祖
先
は
必
ず
あ
ら

わ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
梁
武
帝
は
、
神
滅
論
と
は
祭
る
対
象
の
祖
先
が
滅
し
て
存
在
し
な
い
と
す
る
思
想
で
、『
礼
記
』
の

記
述
と
矛
盾
す
る
と
断
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
仏
教
の
神
不
滅
論
に
基
づ
く
宗
廟
祭
祀
変
革
に
道
を
開
く
批
判
で
あ
る
と
言
え
る
。
仏
教
的
世
界
観
に
従
っ
た
祭
祀

と
な
る
と
、
殺
生
を
忌
み
祭
祀
の
供
物
か
ら
動
物
の
犠
牲
を
除
く
と
い
う
展
開
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
梁
武
帝
は

宗
廟
祭
祀
な
ど
の
礼
楽
を
軽
視
す
る
の
で
は
な
く
、
従
来
の
祭
祀
に
は
変
革
す
べ
き
余
地
が
存
在
す
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。『
勅
答
』
を
受
け
た
法
雲
書
簡
と
朝
臣
た
ち
の
答
書
を
読
む
と
、
や
は
り
宗
廟
祭
祀
改
革
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、
そ
れ
は
次
節
以
降
に
お
い
て
具
体
的
に
考
察
を
進
め
た
い
。

三
、
法
雲
書
簡
に
お
け
る
法
雲
の
意
図

　
『
勅
答
』
を
受
け
取
っ
た
法
雲
は
、『
勅
答
』
と
と
も
に
自
分
の
見
解
を
記
し
た
書
簡
を
朝
臣
た
ち
に
送
付
し
た
。
本
節
で
は
法

雲
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
法
雲
の
意
図
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

法
雲
書
簡
（
大
正
五
二
、
六
〇
中
）
に
も
二
つ
の
要
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
要
点
は
『
勅
答
』
と
共
通
し
て
い
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る
。
第
一
の
要
点
と
は
神
不
滅
論
の
正
当
性
で
あ
る
。
法
雲
書
簡
で
は
「
三
世
の
言
は
復ま

た
闡あ
き

ら
か
な
り
」
と
し
、
過
去
現
在
未

来
の
三
世
を
神
（
精
神
）
が
輪
廻
転
生
す
る
と
い
う
神
不
滅
論
の
正
し
さ
を
主
張
し
、
言
語
で
は
表
現
し
が
た
い
奥
深
い
領
域
に

つ
い
て
は
「
義
は
丘
を
経
て
未
だ
曉あ
き

ら
か
な
ら
ず
、
理
は
旦
を
渉わ
た

り
て
猶な
お

昏く
ら

し
」
と
し
、
孔
子
（
丘
）
や
周
公
旦
（
旦
）
な
ど
の

聖
人
で
さ
え
も
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
に
、
孔
子
や
周
公
旦
に
言
及
し
た
こ
と
に
続
け
て
、

主
上
は
天
を
凝こ

ら
し
て
本
を
照
ら
し
、
道
を
襲つ

い
で
機
に
赴
く
。
答
え
を
臣
下
に
垂
れ
、
旨
訓
は
周
審
に
し
て
、
孝
享
の
礼

は
既
に
彰あ
き

ら
か
な
り
。

と
述
べ
、
梁
武
帝
（
主
上
）
は
奥
深
い
領
域
を
洞
察
し
て
正
し
い
教
え
を
明
示
し
て
お
り
、
宗
廟
祭
祀
（
孝
享
の
礼
）
の
あ
り
方

を
明
ら
か
に
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
三
世
に
輪
廻
転
生
す
る
神
の
存
在
を
適
切
に
祭
る
た
め
に
、
伝
統
的
な
宗
廟
祭
祀
を

改
革
す
べ
き
だ
と
い
う
意
図
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
梁
武
帝
と
法
雲
は
神
不
滅
論
の
正
当
性
と
宗
廟
祭
祀
改
革
の
妥
当
性
を
め
ぐ
っ
て
、
朝
臣
た
ち
の
見
解
を

問
う
こ
と
に
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、『
勅
答
』
と
法
雲
書
簡
の
成
立
時
期

　

本
節
で
は
『
勅
答
』
と
法
雲
書
簡
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
年
代
考
証
を
お
こ
な
う
。
牧
田
諦
亮
編
『
弘
明
集
研
究
』
巻
下
・
訳

注
篇
下
で
は
、
法
雲
書
簡
を
受
け
て
答
書
を
書
い
た
人
物
の
没
年
を
手
掛
か
り
と
し
、『
勅
答
』
と
法
雲
書
簡
の
成
立
時
期
の
下

限
を
考
証
し
て
い
る
。『
弘
明
集
研
究
』
巻
下
の
注
一
九
七
と
注
三
一
三（

（1
（

で
厳
植
之
と
曹
景
宗
が
天
監
七
年
没
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、『
勅
答
』
と
法
雲
書
簡
は
天
監
七
年
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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な
お
、『
弘
明
集
研
究
』
巻
下
と
同
様
に
没
年
を
手
掛
か
り
と
し
た
年
代
考
証
の
方
法
を
用
い
て
補
足
す
る
と
、『
梁
書
』
巻
二

武
帝
紀
中
（
書
局
一
、
四
七
）
に
曹
景
宗
が
天
監
七
年
八
月
に
没
し
た
記
事
が
あ
る
の
で
、『
勅
答
』
と
法
雲
書
簡
の
成
立
は
天

監
七
年
八
月
以
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
答
書
を
書
い
た
人
物
の
官
職
を
手
掛
か
り
と
し
た
年
代
考
証
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。
先
学
は
こ
の
方
法
を
用
い
て
い

な
い
が
、
答
書
を
収
録
し
た
『
弘
明
集
』
の
撰
者
僧
祐
の
経
歴
を
見
る
と
、
彼
の
記
録
は
正
確
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
高
僧

伝
』
巻
一
一
僧
祐
伝
（
大
正
五
〇
、
四
〇
二
下
）
に
、

今
上
は
深
く
相あ
い

礼
遇
し
、
凡お
よ

そ
僧
事
の
碩
疑
は
皆
勅
し
て
審
決
に
就
か
し
む
。
年
衰
え
脚
疾
あ
る
や
、
勅
し
て
輿こ
し

に
乗
り
て

内
殿
に
入
る
を
聴ゆ
る

す
。
六
宮
の
受
戒
を
為
す
。
其
れ
重
ん
ぜ
ら
る
こ
と
此か

く
の
如
し
。

と
あ
り
、
僧
祐
は
梁
武
帝
か
ら
特
別
扱
い
を
受
け
輿
に
乗
っ
て
宮
殿
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
多
く
の
朝
臣
か
ら
尊
崇
さ
れ
た
人

物
で
あ
る
た
め
、
主
要
な
朝
臣
の
官
職
名
も
ほ
ぼ
正
確
に
把
握
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
官
職
名
と
在
職
期
間

を
手
掛
か
り
に
し
て
答
書
が
書
か
れ
た
時
期
を
探
り
、『
勅
答
』
と
法
雲
書
簡
の
成
立
時
期
の
下
限
を
設
定
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

　

ま
た
第
七
節
で
取
り
上
げ
る
が
、『
広
弘
明
集
』
巻
二
六
（
大
正
五
二
、
二
九
三
下
）
に
あ
る
よ
う
に
、
僧
祐
は
天
監
十
二
年

（
五
一
三
）
に
梁
武
帝
が
出
し
た
『
断
殺
絶
宗
廟
犠
牲
詔
』
に
賛
成
し
、
宗
廟
か
ら
犠
牲
を
除
く
こ
と
に
加
え
て
、
京
畿
（
首
都

周
辺
）
で
の
動
物
の
殺
生
禁
止
を
進
言
し
て
い
る
。
僧
祐
が
宗
廟
祭
祀
改
革
に
対
し
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い
の
で
、
こ
れ
と
関
連
す
る
答
書
の
執
筆
者
の
官
職
名
を
記
録
す
る
に
際
し
て
も
正
確
を
期
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

答
書
を
書
い
た
人
物
の
官
職
を
手
掛
か
り
と
し
た
年
代
考
証
を
お
こ
な
う
と
、
答
書
に
あ
る
領
軍
将
軍
曹
景
宗
と
い
う
記
述
に

着
目
さ
れ
る
。『
梁
書
』
巻
二
武
帝
紀
中
（
書
局
一
、
四
五
～
四
六
）
に
よ
る
と
、
曹
景
宗
は
天
監
六
年
四
月
か
ら
天
監
七
年
正

月
ま
で
領
軍
将
軍
に
在
職
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
曹
景
宗
が
領
軍
将
軍
に
在
職
す
る
最
末
期
に
答
書
を
書
い
た
こ
と
を
想
定
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し
て
『
勅
答
』
と
法
雲
書
簡
の
成
立
時
期
の
下
限
を
設
定
す
る
と
、
天
監
七
年
正
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
節
に
お
い
て
、
こ

の
年
代
考
証
を
基
に
し
て
、『
勅
答
』・
法
雲
書
簡
・
答
書
の
成
立
年
代
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
察
し
た
い
。

五
、
答
書
に
お
け
る
見
解
と
成
立
年
代

　

答
書
は
六
十
二
名
の
朝
臣
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
短
い
文
書
で
、
最
少
で
三
十
九
字
（
建
安
王
蕭
偉
の
答
書
）、
最
多
で
も

四
百
七
十
五
字
（
庾ゆ

黔け
ん

婁る

の
答
書
）
に
す
ぎ
な
い
。
答
書
は
『
勅
答
』
と
法
雲
書
簡
に
記
さ
れ
た
二
つ
の
要
点
に
答
え
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
う
。

　

第
一
の
要
点
と
は
神
不
滅
論
の
正
当
性
で
あ
り
、
尚
書
令
沈し
ん
や
く約
の
「
神
は
本
よ
り
不
滅
な
り
」（
大
正
五
二
、
六
〇
下
）
と
い

う
簡
潔
な
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
答
書
を
著
し
た
す
べ
て
の
朝
臣
が
神
不
滅
論
に
賛
同
し
て
い
る
。

　

第
二
の
要
点
は
仏
教
の
神
不
滅
論
に
基
づ
く
正
し
い
孝
の
解
釈
に
準
拠
し
て
宗
廟
祭
祀
を
実
施
す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
だ
が
、

こ
れ
に
対
す
る
答
書
の
見
解
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
建
康
令
王
仲
欣
の
答
書
（
大
正
五
二
、
六
三
上
）
に
、

皇
帝
の
叡
性
は
天
機
自よ

り
し
、
神
は
独ひ
と

り
遠
し
。
五
礼
は
外
に
照
ら
し
、
三
明
は
内
に
映は

え
る
。
金
輪
徐
お
も
む
ろに
転
ず
れ
ば
則
ち

道
は
八
紘
を
済
う
。
玉ぎ
ょ
く
さ
ん瓚既
に
陳つ
ら

ね
れ
ば
則
ち
孝
は
七
廟
に
隆
し
。

と
あ
る
よ
う
に
、
梁
武
帝
が
儒
家
の
五
礼
（
吉
礼
・
凶
礼
・
賓
礼
・
軍
礼
・
嘉
礼
）
と
仏
教
の
三
明
（
宿
命
明
・
天
眼
明
・
漏
尽

明
）
を
兼
ね
備
え
、
仏
教
の
理
想
的
帝
王
で
あ
る
金
輪
王
と
し
て
天
下
を
治
め
、
玉
瓚
（
宗
廟
の
祭
り
の
玉
製
の
ひ
し
ゃ
く
）
な

ど
を
整
え
て
七
廟
の
祭
り
に
臨
む
様
子
を
称
賛
し
て
い
る
。

　

王
仲
欣
の
ほ
か
に
司
徒
祭
酒
范
孝
才
が
「
聖
情
隠
惻
、
流
連
於
饗
祭
」（
大
正
五
二
、
六
四
中
）
と
述
べ
て
、
梁
武
帝
が
饗
祭
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（
祖
先
の
祭
り
）
を
お
こ
な
う
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
が
、
答
書
の
す
べ
て
が
宗
廟
祭
祀
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
答

書
を
書
い
た
朝
臣
の
中
に
は
、
神
不
滅
論
に
賛
同
し
て
も
宗
廟
祭
祀
改
革
に
は
賛
成
し
か
ね
る
と
考
え
、
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ

た
者
が
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
本
節
の
後
半
で
取
り
上
げ
る
司
馬
筠
の
よ
う
に
宗
廟
祭
祀
改
革
を
積

極
的
に
支
持
す
る
人
物
が
答
書
で
は
宗
廟
祭
祀
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
も
観
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
ず
神
不
滅
論
の
正
当
性

を
強
調
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

答
書
を
書
い
た
朝
臣
の
中
に
、
宗
廟
祭
祀
に
関
わ
る
官
職
に
就
い
て
い
る
人
物
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
る
。
第
一

に
沈
約
撰
『
宋
書
』
巻
三
九
百
官
志
上
（
書
局
四
、
一
二
二
八
）
に
「
三
礼
を
掌
る
」
と
あ
る
太
常
卿
の
庾ゆ

詠え
い

と
、
太
常
卿
の
下

で
儒
家
の
五
経
を
掌
る
五
名
の
五
経
博
士
賀
瑒
・
厳
植
之
・
明
山
賓
・
陸
璉
・
沈
宏
が
仏
教
の
神
不
滅
論
に
賛
同
し
て
い
る
。
太

常
卿
の
下
に
は
、
太
廟
令
・
太
祝
令
・
太
楽
令
な
ど
祭
祀
の
実
務
を
執
行
す
る
官
職
が
置
か
れ
て
お
り
、
彼
ら
に
神
不
滅
論
の
正

当
性
を
言
明
さ
せ
る
こ
と
は
宗
廟
祭
祀
改
革
に
向
け
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

　

第
二
に
尚
書
令
沈
約
・
尚
書
右う

僕ぼ
く

射や

袁
昂
・
祠
部
郎
司
馬
筠
が
神
不
滅
論
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
る
。
祭
祀

に
関
連
す
る
祠
部
尚
書
や
、『
宋
書
』
百
官
志
上
（
書
局
四
、
一
二
三
五
）
に
「
若も

し
宗
廟
宮
室
を
営
ま
ば
、
則
ち
起
部
尚
書
を

置
き
、
事
畢お
わ

ら
ば
省
く
」
と
あ
る
起
部
尚
書
も
尚
書
省
に
属
し
て
お
り
、
尚
書
省
の
長
官
（
尚
書
令
）
と
次
官
（
尚
書
右
僕
射
）

が
宗
廟
祭
祀
改
革
に
前
向
き
で
あ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
梁
武
帝
と
法
雲
は
、
太
常
卿
や
尚
書
令
ら
に
答
書
を
書
か
せ

て
、
彼
ら
が
神
不
滅
論
に
賛
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
公
に
し
、
こ
れ
を
改
革
推
進
の
礎
石
に
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

答
書
を
書
い
た
人
物
の
官
職
と
見
解
を
確
認
し
た
こ
と
に
続
い
て
、
答
書
の
成
立
年
代
考
証
を
お
こ
な
い
た
い
。
第
四
節
で
も

取
り
上
げ
た
が
、
答
書
を
書
い
た
領
軍
将
軍
曹
景
宗
の
在
任
期
間
は
天
監
六
年
四
月
か
ら
天
監
七
年
正
月
で
あ
り
、
こ
の
間
に

八
十
九
字
の
曹
景
宗
の
答
書
（
大
正
五
二
、
六
八
上
）
が
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
神
滅
論
』
批
判
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は
南
斉
代
に
す
で
に
な
さ
れ
、
批
判
内
容
は
す
で
に
出
尽
く
し
て
ほ
ぼ
定
型
化
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
本
節
冒
頭
で

紹
介
し
た
よ
う
に
答
書
は
い
ず
れ
も
短
い
文
書
で
執
筆
に
さ
ほ
ど
時
間
を
要
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
答
書
を
書
い
た
朝
臣
の
執
筆
時

期
は
曹
景
宗
の
執
筆
時
期
と
大
差
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る（

（1
（

。『
弘
明
集
研
究
』
巻
下
で
は
『
勅
答
』・
法
雲
書
簡
・
答

書
ま
で
の
一
連
の
『
神
滅
論
』
批
判
に
つ
い
て
、「
お
そ
ら
く
天
監
十
年
（
五
一
一
）
以
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る（

（1
（

」
と
し
て
い
る

が
、
注
一
四
に
挙
げ
た
韋
叡
が
右
衛
将
軍
に
就
任
し
た
天
監
六
年
四
月
か
ら
、
曹
景
宗
が
領
軍
将
軍
の
任
を
終
え
た
天
監
七
年
正

月
の
間
頃
に
多
く
の
答
書
が
出
さ
れ
、
天
監
七
年
の
年
内
に
は
答
書
は
出
揃
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
節
で
は
最
後
に
、
梁
武
帝
は
な
ぜ
天
監
六
年
か
ら
七
年
と
い
う
時
期
に
、
神
不
滅
論
の
正
当
性
を
主
張
し
、
仏
教
的
な
解
釈

を
加
え
た
宗
廟
祭
祀
改
革
の
必
要
性
を
論
じ
て
、
一
連
の
『
神
滅
論
』
批
判
を
実
施
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　

第
一
節
で
触
れ
た
が
、
巻
一
三
音
楽
志
上
（
書
局
二
、
三
〇
五
）
に
「
天
監
七
年
、
将ま
さ

に
太
廟
に
有
事
せ
ん
と
す
」
と
あ
り
、

梁
武
帝
が
天
監
七
年
に
宗
廟
親
祭
を
実
施
し
た
記
事
が
あ
る
。
金
子
修
一
氏
の
研
究（

（1
（

に
よ
る
と
梁
武
帝
は
天
監
七
年
に
即
位
後
初

め
て
親
祭
を
し
、
そ
れ
以
降
は
親
祭
を
続
け
た
よ
う
で
あ
り
、
天
監
七
年
は
宗
廟
祭
祀
に
お
い
て
重
要
な
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。

　

答
書
を
書
い
た
朝
臣
の
司
馬
筠
は
、
天
監
七
年
に
夏
初
の
迎
気
の
儀
礼
に
お
い
て
動
物
の
犠
牲
を
や
め
る
提
言
を
し
て
い
る
。

『
隋
書
』
巻
七
礼
儀
志
二
（
書
局
一
、
一
二
九
）
に
、

天
監
七
年
、
尚
書
左
丞
司
馬
筠
ら
議
す
「（
中
略
）
仲
春
の
月
は
、
祀
に
牲
を
用
い
ず
、
珪
璧
皮
幣
に
止と
ど

ま
る
。
斯こ

れ
ま
た

神
に
事つ
か

う
る
の
道
な
れ
ば
、
不
殺
を
以
て
す
べ
き
は
明
ら
か
な
り
。
況い
わ
んや
今
天て
ん

を
祀
る
。
豈
此
れ
を
尚た
っ
とぶ
容べ

け
ん
や
。
夏
初

の
迎
気
は
、
祭
る
に
牲
を
用
い
ざ
ら
ん
こ
と
を
請
う
」
と
。
帝
之こ

れ
に
従
う
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
夏
に
入
る
四
月
頃
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

　

司
馬
筠
と
動
物
の
犠
牲
に
関
す
る
記
事
は
、『
隋
書
』
巻
七
礼
儀
志
二
（
書
局
一
、
一
三
四
）
に
も
み
ら
れ
る
。
天
監
十
六
年

四
月
に
宗
廟
祭
祀
で
一
元
大
武
（
牛
の
こ
と
）
の
犠
牲
を
や
め
て
干
し
肉
に
代
え
た
こ
と
に
続
い
て
、
十
月
に
梁
武
帝
が
脯
脩
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（
干
し
肉
の
供
物
）
を
除
く
こ
と
を
命
じ
る
詔
を
出
す
と
、
司
馬
筠
ら
は
「
大
餅
も
て
大
脯
に
代
え
、
余
は
悉
こ
と
ご
とく
蔬
菜
を
用
う
」

と
建
議
し
、
梁
武
帝
は
こ
れ
に
従
っ
た
と
い
う
。
司
馬
筠
は
神
不
滅
論
に
賛
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
宗
廟
祭
祀
か
ら
犠
牲
を
除

く
こ
と
に
積
極
的
で
あ
り
、
天
監
七
年
の
時
点
で
も
す
で
に
梁
武
帝
の
意
を
受
け
て
宗
廟
祭
祀
改
革
を
支
持
し
て
い
た
も
の
と
想

定
さ
れ
る
。

　

梁
武
帝
が
天
監
六
年
か
ら
七
年
頃
に
『
勅
答
』・
法
雲
書
簡
・
答
書
と
い
う
一
連
の
『
神
滅
論
』
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
と
、

宗
廟
親
祭
を
開
始
し
、
夏
初
の
迎
気
の
儀
礼
か
ら
犠
牲
を
除
い
た
こ
と
が
重
な
っ
て
い
る
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
は
梁
武
帝
が
宗
廟
祭
祀
に
仏
教
的
世
界
観
を
取
り
込
ん
で
改
革
を
し
た
い
と
い
う
意
志
を
公
に
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
だ
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

六
、
曹
思
文
の
見
解
と
議
論
の
年
代

　

曹
思
文
と
い
う
人
物
は
答
書
（
大
正
五
二
、
六
五
下
）
の
ほ
か
に
范
縝
批
判
の
論
文
を
書
い
て
お
り
、
彼
の
論
と
関
連
し
た
梁

武
帝
の
詔
と
范
縝
の
論
も
残
さ
れ
て
い
る
。『
弘
明
集
』
巻
九
（
大
正
五
二
、
五
八
上
～
六
〇
上
）
に
、
曹
思
文
撰
『
難
范
中
書

神
滅
論
』・
曹
思
文
撰
『
啓
』・
梁
武
帝
撰
『
詔
答
』・
范
縝
撰
『
答
曹
録
事
難
神
滅
論
』・
曹
思
文
撰
『
啓
』・
梁
武
帝
撰
『
詔
答
』・

曹
思
文
撰
『
重
難
范
中
書
神
滅
論
』
の
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

最
初
に
『
難
范
中
書
神
滅
論
』
に
あ
る
范
縝
の
官
職
名
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
范
縝
が
中
書
郎
に
就
任
し
た
年
か
ら
考
察
を

始
め
る
。『
梁
書
』
巻
四
八
儒
林
伝
范
縝
条
（
書
局
三
、
六
六
五
）
に
范
縝
が
王
亮
に
連
座
し
て
広
州
に
流
さ
れ
た
記
事
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
『
梁
書
』
巻
一
六
王
亮
伝
（
書
局
一
、
二
六
八
）
に
よ
る
と
天
監
四
年
夏
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
范
縝
条
（
書
局
三
、
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六
七
一
）
に
よ
る
と
、「
南
に
在
る
こ
と
累
年
」（
累
年
は
長
年
の
意
）
し
て
、
都
に
帰
還
し
た
後
に
中
書
郎
に
就
任
し
て
い
る
。

范
縝
が
広
州
に
配
流
さ
れ
た
期
間
は
一
年
未
満
と
は
想
定
し
が
た
い
の
で
、
中
書
郎
就
任
は
天
監
五
年
以
降
と
考
え
ら
れ
、『
難

范
中
書
神
滅
論
』
の
成
立
は
天
監
五
年
以
降
の
可
能
性
が
高
い
。

　
『
難
范
中
書
神
滅
論
』
を
読
む
と
、『
勅
答
』
や
法
雲
書
簡
と
同
内
容
の
二
つ
の
要
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第

一
の
要
点
は
神
不
滅
論
の
正
当
性
で
あ
る
。
曹
思
文
は
「
神
は
之
れ
形
と
分
か
る
こ
と
有
り
、
合
す
る
こ
と
有
り
。
合
す
れ
ば
則

ち
共
に
一
体
と
為
る
。
分
か
れ
れ
ば
則
ち
形
は
亡
じ
て
神
は
逝ゆ

く
な
り
」（
大
正
五
二
、
五
八
上
）
と
述
べ
、
神
は
滅
び
ず
に
輪

廻
す
る
と
説
く
。

　

第
二
に
、「
昔
、
周
公
は
后こ
う
し
ょ
く稷を
郊
祀
し
以
て
天
に
配
す
。（
中
略
）
宣せ
ん

尼じ

云
う
、
天
は
欺
く
べ
き
か
、
と
。
今
稷
に
神
無
し
と

す
。
稷
を
以
て
斯
れ
に
配
す
る
は
、
是
れ
周
旦
は
其
れ
天
を
欺
く
か
」（
大
正
五
二
、
五
八
中
）
と
述
べ
、
神
不
滅
で
あ
る
が
ゆ

え
に
宗
廟
祭
祀
が
必
要
な
の
で
あ
り
、『
神
滅
論
』
は
周
公
旦
や
孔
子
（
宣
尼
）
の
教
え
に
背
く
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
つ

ま
り
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
い
て
宗
廟
祭
祀
を
実
施
す
る
こ
と
が
孝
の
実
践
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

曹
思
文
の
答
書
（
大
正
五
二
、
六
五
下
）
に
「
弟
子
は
近
ご
ろ
聊
か
周
孔
に
就
き
て
以
て
難
を
為
す
」
と
あ
る
が
、
答
書
の
こ

の
言
が
『
難
范
中
書
神
滅
論
』
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
勅
答
』
や
法
雲
書
簡
が
出
さ

れ
る
前
か
ら
、
梁
武
帝
と
考
え
が
近
い
人
物
の
間
で
宗
廟
祭
祀
改
革
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
視
野
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
『
難
范
中
書
神
滅
論
』
に
つ
い
で
、
范
縝
撰
『
答
曹
録
事
難
神
滅
論
』
の
成
立
年
代
を
考
証
し
た
い
。
曹
思
文
と
范
縝
の
間
で

上
述
の
二
つ
の
要
点
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
の
間
で
議
論
は
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
答
曹
録
事
難
神
滅
論
』（
大
正
五
二
、
五
九
上
）
の
「
郢え
い

の
外
弟
蕭し
ょ
う
ち
ん
琛
」
と
い
う
記
事
が
、
こ
の
文
書
の
成
立
年
代
を
探
る
手

掛
か
り
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
范
縝
は
親
し
い
友
人
が
少
な
か
っ
た
が
、
范
縝
条
（
書
局
三
、
六
六
四
）
に
「
唯た
だ

外
弟
の
蕭
琛
と
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相
善
し
」
と
あ
り
、
親
戚
の
蕭
琛
と
は
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
し
蕭
琛
は
答
書
を
書
い
た
人
物
の
一
人
で
あ

り
、
范
縝
の
『
神
滅
論
』
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

　

郢（
（1
（

と
は
江
夏
郡
を
中
心
と
し
た
郢
州
（『
宋
書
』
巻
三
七
州
郡
志
三
。
書
局
四
、
一
一
二
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。『
梁
書
』
巻

二
六
蕭
琛
伝
（
書
局
二
、
三
九
七
）
に
よ
る
と
、
蕭
琛
が
江
夏
郡
の
太
守
に
就
任
し
た
の
は
天
監
九
年
（
五
一
〇
）
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
范
縝
撰
『
答
曹
録
事
難
神
滅
論
』
な
ら
び
に
そ
れ
に
続
い
て
成
立
し
た
曹
思
文
撰
『
啓
』・
梁
武
帝
撰
『
詔
答
』・
曹
思
文

撰
『
重
難
范
中
書
神
滅
論
』
の
成
立
年
代
は
天
監
九
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
天
監
六
年
か
ら
七
年
頃
に
起
き
た
『
神
滅

論
』
批
判
が
こ
の
時
ま
で
継
続
し
て
な
さ
れ
た
様
子
が
観
察
さ
れ
る
。
天
監
九
年
以
降
に
も
こ
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
こ

と
は
、
梁
武
帝
の
宗
廟
祭
祀
改
革
に
対
し
て
、
朝
臣
の
間
に
慎
重
な
意
見
が
存
在
し
、
従
来
の
宗
廟
祭
祀
を
守
ろ
う
と
す
る
点
な

ど
で
、
范
縝
を
支
持
す
る
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

七
、
天
監
十
二
年
に
お
け
る
宗
廟
祭
祀
改
革
の
試
み

　

梁
武
帝
が
宗
廟
祭
祀
か
ら
動
物
の
犠
牲
を
除
く
旨
の
詔
を
出
し
た
の
は
、
天
監
十
二
年
（
五
一
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。『
広

弘
明
集
』
巻
二
六
『
断
殺
絶
宗
廟
犠
牲
詔
』（
大
正
五
二
、
二
九
三
中
～
二
九
四
上
）
は
「
梁
高
祖
武
皇
帝
、
天
下
に
臨
む
こ
と

十
二
年
」
に
始
ま
る
文
書
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
の
前
半
部
分
か
ら
犠
牲
廃
止
の
試
み
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。『
梁
書
』

武
帝
紀
中
（
書
局
一
、
五
三
）
お
よ
び
『
南
史
』
巻
六
梁
本
紀
上
（
書
局
一
、
一
九
四
）
に
天
監
十
二
年
六
月
に
「
新
た
に
太
廟

を
作
る
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
の
で
、
梁
武
帝
は
太
廟
新
築
に
際
し
て
、
宗
廟
祭
祀
改
革
を
断
行
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
断
殺
絶
宗
廟
犠
牲
詔
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
文
書
の
中
の
「
太
医
に
勅
し
て
生
類
を
以
て
薬
に
合
わ
せ
る
を
得
ざ

−17− −16−



ら
し
む
」
に
始
ま
る
後
半
部
分
は
、『
南
史
』
梁
本
紀
上
（
書
局
一
、
一
九
六
）
に
記
録
が
あ
り
、
天
監
十
六
年
三
月
の
詔
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

天
監
十
二
年
の
詔
に
対
し
て
は
朝
臣
か
ら
賛
否
両
論
が
提
出
さ
れ
、
王
述
と
周
捨
（
周
顒
の
子
）
が
賛
成
し
、
王お
う
え
い瑩
・
袁
昂
・

謝
幾
卿
・
江こ
う
き
ょ
う貺が
反
対
し
た
。『
断
殺
絶
宗
廟
犠
牲
詔
』
に
あ
る
記
事
に
よ
る
と
、
犠
牲
の
廃
止
は
「
京
邑
か
ら
始
め
て
、
国
全

体
に
広
め
る
べ
き
だ
」
と
す
る
王
述
の
賛
成
論
の
通
り
に
決
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
天
監
十
二
年
の
段
階
で
解
決
せ

ず
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
犠
牲
廃
止
は
天
監
十
六
年
ま
で
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
。

　

天
監
十
二
年
の
詔
に
反
対
す
る
人
物
は
、
尚
書
令
王
瑩
・
尚
書
右
僕
射
袁
昂（

（1
（

・
尚
書
左
丞
謝
幾
卿
で
あ
り
、
第
五
節
で
述
べ
た

よ
う
に
宗
廟
祭
祀
に
関
わ
る
尚
書
省
の
高
官
が
宗
廟
祭
祀
改
革
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
は
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示

し
て
い
る
。
王
瑩
と
袁
昂
は
答
書
（
大
正
五
二
、
六
一
上
）
を
書
い
て
『
勅
答
』
に
賛
意
を
示
し
て
い
た
し
、
謝
幾
卿
（
大
正

五
二
、
二
九
三
下
）
は
「
不
殺
の
礼
は
誠
に
王
述
の
議
の
如
し
」
と
述
べ
、
反
対
論
者
は
い
ず
れ
も
仏
教
的
世
界
観
を
宗
廟
祭
祀

に
持
ち
込
む
こ
と
に
は
反
対
し
て
い
な
い
。
謝
幾
卿
が
懸
念
し
て
い
る
の
は
、「
聖
人
が
教
え
を
為
す
も
ま
た
俗
と
推
移
し
之こ

れ

を
事
迹
に
即
す
。
恐
ら
く
宜
し
く
偏ひ
と
えに
断
ず
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
急
激
に
習
俗
を
変
革
す
る
こ
と
の
弊
害
で
あ
り
、
王

瑩
・
袁
昂
・
江
貺
も
み
な
同
意
見
で
あ
る
。

　
『
断
殺
絶
宗
廟
犠
牲
詔
』
中
の
記
事
に
よ
る
と
、『
弘
明
集
』
の
撰
者
僧
祐
は
京
畿
で
動
物
の
殺
生
を
す
る
こ
と
を
「
皇
朝
優
洽

の
旨
を
仰
称
す
る
所
以
に
非
ず
」（
大
正
五
二
、
二
九
三
下
）
と
述
べ
、
犠
牲
廃
止
を
主
張
し
て
い
る
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う

に
、
南
斉
代
に
は
蕭
子
良
が
父
親
の
武
帝
蕭し
ょ
う
さ
く
賾
に
対
し
て
、
雉
狩
り
は
菩
薩
の
あ
り
方
に
反
す
る
と
し
て
中
止
を
求
め
た
こ
と
が

あ
り
、
こ
の
ほ
か
僧
祐
撰
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
一
二
（
大
正
五
五
、
九
三
上
）
に
「
斉
高
武
二
皇
帝
勅
六
齋
断
殺
記
」「
斉
武
皇

帝
勅
断
鐘
山
玄
武
湖
漁
猟
記
」「
斉
武
皇
帝
勅
罷
射
雉
断
買
鳥
雀
記
」「
斉
文
皇
帝
文
宣
王
焚
毀
罟
網
記
」
と
い
う
文
書
の
記
録
が

あ
り
、
殺
生
禁
断
が
際
立
っ
て
特
殊
な
事
例
だ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
僧
祐
が
恒
久
的
な
殺
生
の
禁
断
を
要
請
し
て
い
る
可
能
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性
が
あ
る
こ
と
と
、
何
よ
り
も
宗
廟
祭
祀
の
変
革
を
求
め
て
い
る
点
は
南
斉
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
重
大
な
意
味
合
い
を

含
ん
で
い
る
。

　
『
高
僧
伝
』
巻
一
一
僧
祐
伝
（
大
正
五
〇
、
四
〇
二
下
）
に
「
梁
の
臨
川
王
宏
、
南
平
王
偉
、
儀
同
陳
郡
の
袁
昂
、
永
康
定
公

主
、
貴
嬪
丁
氏
は
並
び
に
其
の
戒
範
を
崇
め
、
師
資
の
敬
を
尽
く
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
袁
昂
は
僧
祐
を
尊
崇
し
て
い
た
が
、
天

監
十
二
年
の
時
点
で
は
宗
廟
祭
祀
改
革
の
実
施
に
賛
成
し
な
か
っ
た
。
仏
教
的
世
界
観
の
正
当
性
が
主
要
な
朝
臣
の
間
で
承
認
さ

れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
皇
帝
祭
祀
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
宗
廟
祭
祀
の
改
革
に
踏
み
切
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い

こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。

八
、
天
監
十
六
年
に
お
け
る
宗
廟
祭
祀
改
革
の
実
施

　

梁
武
帝
念
願
の
宗
廟
祭
祀
改
革
は
天
監
十
六
年
に
つ
い
に
実
施
さ
れ
た
。『
梁
書
』
武
帝
紀
中
（
書
局
一
、
五
七
）
に
、
四
月

「
初
め
て
宗
廟
の
牲
を
去
る
」、
十
月
「
宗
廟
の
薦
脩
を
去
り
、
始
め
て
蔬
果
を
用
う
」
と
あ
り
、
改
革
が
二
段
階
に
分
か
れ
て
い

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
『
隋
書
』
礼
儀
志
二
（
書
局
一
、
一
三
四
）
は
こ
の
間
の
事
情
を
『
梁
書
』
よ
り
も
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
四
月
に
梁
武
帝

は
詔
で
「
夫
れ
神
は
常
饗
無
し
、
克
誠
に
饗
す
。
所ゆ

以え

に
西
鄰
礿
祭
し
て
実
に
其
の
福
を
受
く
」
と
述
べ
て
『
易
経
』
既き

済せ
い

・

九
五
の
爻こ
う

辞じ

「
東
隣
の
家
で
牛
を
殺
し
て
盛
大
な
お
祭
り
を
す
る
よ
り
も
、
西
隣
の
家
で
質
素
な
お
祭
り
を
し
た
方
が
幸
い
を
受

け
ら
れ
る
の
だ
」
と
い
う
言
を
引
用
し
、
改
革
の
正
当
性
を
儒
家
の
経
典
で
あ
る
『
易
経
』
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続

け
て
「
宗
廟
祭
祀
に
猶な
お

牲
牢
有
る
が
ご
と
き
は
至
誠
に
益
無
く
、
冥
道
に
累
す
る
こ
と
有
り
。
今
自よ

り
四よ
い

時じ

の
蒸
嘗
の
外
は
量は
か

り
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て
代
う
べ
し
」
と
記
し
、
蒸
（
先
祖
の
冬
祭
）
嘗
（
先
祖
の
秋
祭
）
以
外
は
犠
牲
を
廃
止
し
、
四
月
の
礿
祭
（
夏
祭
）
で
は
犠
牲

を
捧
げ
な
い
こ
と
に
し
た
い
と
述
べ
た
。
梁
武
帝
の
本
意
は
「
冥
道
」
に
背
く
こ
と
、
つ
ま
り
神
不
滅
と
い
う
仏
教
的
世
界
観
に

反
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
今
回
は
尚
書
左
僕
射
袁
昂
ら
尚
書
省
の
八
座
（
尚
書
令
・
尚
書
僕
射
・
六
部
尚
書（

（2
（

）
が
梁
武
帝
の
意
を
迎
え
て
、
牛
の

犠
牲
に
代
え
て
大
脯
（
脯
は
平
ら
に
の
ば
し
た
干
し
肉
、
脩
は
細
長
い
形
を
し
た
干
し
肉
）
に
す
べ
き
こ
と
や
、「
既
に
宰
殺
を

停や

む
。
省
牲
の
事
を
復
す
る
無
か
れ
。
省
饌
の
儀
を
立
つ
る
を
請
う
」
こ
と
を
上
奏
し
、
犠
牲
廃
止
を
定
例
化
し
て
夏
祭
以
降
に

再
び
議
論
す
る
必
要
は
な
い
と
建
議
し
た
。『
隋
書
』
礼
儀
志
二
に
、
梁
武
帝
は
八
座
の
意
見
に
従
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
実
際

は
梁
武
帝
主
導
の
宗
廟
祭
祀
改
革
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
『
隋
書
』
礼
儀
志
二
に
よ
る
と
、
十
月
に
梁
武
帝
は
「
今
は
牲
腥
を
復
す
る
無
し
と
雖い
え
ども
、
猶な
お

脯
脩
の
類
有
り
。
之
れ
を
幽
明

に
即
さ
ば
、
義
は
未
だ
尽
く
さ
ず
と
為
す
。
更
に
詳
定
し
て
悉
く
時
蔬
を
薦す
す

む
べ
し
」
と
い
う
詔
を
出
し
、
司
馬
筠
ら
の
建
議
に

従
っ
て
大
脯
に
代
え
て
大
餅
（
小
麦
粉
で
作
っ
た
食
品
）
を
供
え
る
こ
と
と
し
、
肉
類
を
供
物
か
ら
除
い
た
と
し
て
い
る
。

　
『
南
史
』
梁
本
紀
上
（
書
局
一
、
一
九
六
）
に
よ
る
と
、
四
月
と
十
月
に
実
施
さ
れ
た
宗
廟
祭
祀
改
革
に
先
立
っ
て
、
梁
武
帝

は
三
月
に
太
医
に
対
し
て
生
類
（
動
物
）
を
薬
に
用
い
な
い
こ
と
を
命
じ
、
織
官
に
対
し
て
は
仙
人
鳥
獣
の
形
を
し
た
生
地
を
切

断
し
て
衣
服
を
作
る
こ
と
を
禁
じ
る
詔
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
殺
生
禁
断
の
方
針
に
即
し
た
詔
で
あ
り
、
こ
の
後
に
「
去
殺
の

理
」
に
従
っ
て
犠
牲
に
代
え
て
麺
（
小
麦
粉
で
作
っ
た
食
品
）
を
供
え
る
こ
と
と
し
、
宗
廟
祭
祀
改
革
が
実
施
さ
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、『
南
史
』
所
収
の
詔
は
『
広
弘
明
集
』
巻
二
六
の
『
断
殺
絶
宗
廟
犠
牲
詔
』
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
記
事
の
後
半

部
分
の
詔
（
大
正
五
二
、
二
九
三
下
～
二
九
四
上
）
と
ほ
ぼ
同
じ
文
言
で
あ
る
。

　
『
梁
書
』
と
『
隋
書
』
で
は
宗
廟
祭
祀
改
革
で
紛
糾
し
た
様
子
を
伝
え
て
い
な
い
が
、『
南
史
』
梁
本
紀
上
に
は
「
時
に
宗
廟
が

牲
を
去
る
を
以
て
則
ち
復
た
血
食
せ
ず
と
為
す
。
公
卿
は
議
を
異
に
し
朝
野
は
喧け
ん
ご
う囂
す
と
雖
も
、
竟つ
い

に
従
わ
ず
」
と
あ
り
、
梁
武
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帝
は
反
対
論
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
中
で
改
革
を
断
行
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
反
対
論
の
主
張
は
『
広
弘
明
集
』
巻
二
六

（
大
正
五
二
、
二
九
四
上
）
に
記
録
が
あ
り
、「
四
代
の
風
」（
四
代
は
虞
夏
殷
周
）
の
由
来
を
重
視
す
べ
き
こ
と
や
「
周
文
」（
周

の
文
王
）
以
来
引
き
継
が
れ
て
き
た
祭
祀
の
伝
統
を
変
革
す
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
天
監
十
二
年
の
際
の

反
対
論
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

梁
武
帝
は
天
監
六
年
か
ら
七
年
の
時
期
以
来
あ
た
た
め
て
き
た
宗
廟
祭
祀
改
革
の
構
想
を
、
天
監
十
二
年
に
お
け
る
挫
折
を
経

て
、
天
監
十
六
年
に
朝
廷
内
の
完
全
な
合
意
形
成
を
あ
き
ら
め
て
断
行
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
尚
書
省
の
高
官
袁
昂
は
十
二
年

の
段
階
で
は
改
革
に
反
対
し
、
十
六
年
に
は
推
進
す
る
立
場
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
梁
武
帝
か
ら
同
意
す
る
よ
う
に
相
当
強
く
求

め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　
『
隋
書
』
礼
儀
志
二
に
は
、
宗
廟
祭
祀
改
革
の
記
事
の
直
後
に
「
是
こ
に
於
い
て
至
敬
殿
、
景
陽
台
を
起た

て
、
七
廟
座
を
立
つ
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
仏
教
的
世
界
観
に
お
け
る
孝
の
実
践
と
し
て
な
さ
れ
た
宗
廟
祭
祀
改
革
の
延
長
線
上
に
な
さ
れ
た
事
象
を
記

し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。『
続
高
僧
伝
』
巻
一
宝
唱
伝
（
大
正
五
〇
、
四
二
七
上
～
中
）
に
至
敬
殿
、
景
陽
台
、
七
廟
室
を
立
て

て
豪
華
な
お
供
え
を
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
両
親
の
た
め
に
大
愛
敬
寺
と
大
智
度
寺
を
建
立
し
た
記
事
が
あ
り
、
梁
武
帝
が
仏
教
に

よ
っ
て
孝
養
を
尽
く
し
た
事
跡
を
伝
え
て
い
る
。
梁
武
帝
に
お
け
る
仏
教
と
孝
の
思
想
は
、
第
一
節
に
お
い
て
南
朝
宋
代
末
期
の

慧
通
の
思
想
と
同
根
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
思
想
は
梁
武
帝
に
よ
っ
て
宗
廟
祭
祀
改
革
や
宮
殿
・
寺
院
の
建

立
と
い
う
目
に
見
え
る
形
で
具
現
化
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

　

梁
武
帝
は
天
監
六
年
か
ら
天
監
七
年
頃
に
法
雲
や
朝
臣
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
、
范
縝
の
『
神
滅
論
』
に
対
す
る
批
判
を
展
開
し

た
。
こ
の
『
神
滅
論
』
批
判
は
、
梁
武
帝
が
宗
廟
祭
祀
で
用
い
る
供
物
か
ら
動
物
の
犠
牲
を
除
外
す
る
と
い
う
改
革
を
意
図
し
て

展
開
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
廟
祭
祀
改
革
の
基
礎
と
な
る
考
え
と
は
、『
夷
夏
論
』
論
争
に
お
け
る
慧
通
の
思
想
に
見
ら

れ
た
よ
う
に
、
仏
教
的
世
界
観
で
儒
家
の
孝
を
再
解
釈
し
、
宗
廟
祭
祀
を
仏
教
的
世
界
観
に
忠
実
な
形
に
変
革
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

天
監
九
年
頃
に
も
范
縝
と
曹
思
文
の
間
で
論
争
が
な
さ
れ
て
お
り
、『
神
滅
論
』
批
判
と
宗
廟
祭
祀
改
革
に
向
け
た
動
き
が
継

続
し
て
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。
天
監
十
二
年
に
梁
武
帝
は
詔
を
出
し
て
宗
廟
祭
祀
改
革
の
実
施
を
試
み
た
が
、
成
功
し
な

か
っ
た
。
天
監
十
二
年
の
段
階
で
は
、
答
書
で
神
不
滅
論
に
賛
意
を
表
し
て
い
た
王
瑩
や
袁
昂
ら
尚
書
省
の
高
官
が
宗
廟
祭
祀
改

革
に
反
対
し
て
お
り
、
皇
帝
の
正
統
性
に
も
関
わ
る
伝
統
的
な
祭
祀
を
改
革
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

天
監
十
六
年
に
な
っ
て
、
梁
武
帝
は
根
強
い
反
対
を
押
し
切
っ
て
念
願
の
宗
廟
祭
祀
改
革
を
実
現
し
た
。
改
革
の
実
現
ま
で
に

お
よ
そ
十
年
も
の
時
間
を
費
や
し
た
こ
と
に
な
る
。
梁
武
帝
は
仏
教
を
盲
信
し
唐
突
に
捨
身
な
ど
の
行
為
に
走
っ
た
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
に
よ
り
、
変
革
の
た
め
の
理
論
の
準
備
と
士
大
夫
た
ち
の
合
意
形
成
に
し
っ
か
り
時
間

を
か
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

梁
武
帝
の
思
想
に
お
い
て
真
理
の
探
究
と
国
家
統
治
は
仏
教
に
よ
っ
て
密
接
に
関
連
付
け
ら
れ
、
彼
は
思
想
を
単
な
る
抽
象
的

な
も
の
に
と
ど
め
ず
、
具
現
化
し
実
際
に
運
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
梁
武
帝
が
仏
教
的
世
界
観
と
儒
家
的

世
界
観
を
い
か
に
折
衷
し
て
国
家
統
治
に
反
映
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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註
（
1
）	『
梁
書
』
な
ど
の
正
史
は
中
華
書
局
版
を
用
い
、
巻
数
と
頁
数
を
記
す
。

（
2
）	
蜂
屋
邦
夫
「
范
縝
「
神
滅
論
」
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
六
一
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
。

（
3
）	

金
子
修
一
『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
四
一
頁
を
参
照
。

（
4
）	『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』、
一
五
四
・
一
五
五
頁
を
参
照
。

（
5
）	『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』、
四
三
頁
を
参
照
。

（
6
）	

金
子
修
一
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
二
五
三
・
二
五
四
頁
を
参
照
。

（
7
）	

拙
著
『
六
朝
期
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
研
究
』
第
二
部
第
六
章
「『
夷
夏
論
』
論
争
に
お
け
る
思
想
的
特
徴
」（
白
帝
社
、
二
〇
一
四
年
）
四
一
四

～
四
一
六
頁
を
参
照
。
こ
の
章
で
は
、『
夷
夏
論
』
論
争
に
お
け
る
論
者
の
立
場
を
、
Ａ
（
道
教
が
仏
教
を
凌
駕
す
る
と
し
た
顧
歓
の
立
場
）、
Ｂ

（
仏
教
と
道
教
の
根
源
的
な
同
一
性
を
認
め
る
立
場
）、
Ｃ
（
最
高
の
境
地
に
お
い
て
仏
教
が
道
教
を
凌
駕
す
る
と
い
う
立
場
）
の
三
つ
に
分
け
て

分
析
し
た
。
顧
歓
に
反
論
し
た
Ｂ
と
Ｃ
の
立
場
の
論
者
は
い
ず
れ
も
礼
楽
を
相
対
化
す
る
論
を
展
開
し
て
い
る
。

（
8
）	『
古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』
四
三
頁
に
「
殷
祭
と
も
呼
ば
れ
る
大
祭
に
は
三
年
に
一
度
十
月
に
行
わ
れ
る
祫
祭
と
、
五
年
に
一
度
四
月
に
行
わ
れ
る

禘
祭
と
が
あ
る
。
時
祭
が
七
廟
の
主
の
み
を
祭
る
の
に
対
し
、
禘
祫
で
は
七
廟
以
外
の
神
主
も
太
廟
に
集
め
て
祭
る
、
と
い
う
の
が
小
祭
と
大
祭

と
の
基
本
的
な
相
違
点
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）	

拙
論
「
蕭
子
良
に
お
け
る
菩
薩
と
統
治
者
の
合
一
─
蕭
子
良
と
孔
稚
珪
の
問
答
を
通
し
て
─
」（『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

三
二
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
10
）	

竹
内
照
夫
『
礼
記　

上
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）
一
九
六
頁
で
は
、「
天て
ん

子し

諸し
ょ
こ
う侯
事こ
と

無な

け
れ
ば
、
則す
な
はち
歳と
し

に
三み

た
び
田か
り

す
」
と
読
み
下
し
て
い

る
。

（
11
）	

伊
藤
隆
寿
「
梁
武
帝
『
神
明
成
仏
義
』
の
考
察
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
四
四
、
一
九
八
六
年
）
二
二
九
頁
で
は
、『
神
明
成
仏
義
』

の
成
立
を
「
武
帝
の
即
位
で
あ
る
五
〇
二
年
か
ら
五
〇
八
年
の
間
」
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
牧
田
諦
亮
編
『
弘
明
集
研
究
』
巻
下
・
訳
注
篇
下

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
五
年
）
五
五
二
頁
の
注
一
で
は
、『
神
明
成
仏
義
』、『
勅
答
』
の
順
に
成
立
し
た
と
し
て
い
る
。『
神
明
成

仏
義
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
注
に
挙
げ
た
両
研
究
を
参
照
。

（
12
）	

竹
内
照
夫
『
礼
記　

中
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）
四
一
六
頁
の
『
礼
記
』
郊
特
牲
篇
に
、「
故ゆ

ゑ

に
君く

ん

子し

は
三み

っ
か日

齊さ
い

し
て
、
必か

な
らず

其そ

の
祭ま

つ

る
所と

こ
ろの
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者も
の

を
見み

る
」
と
あ
り
、
現
行
の
『
礼
記
』
に
よ
れ
ば
礼
運
篇
の
文
で
は
な
い
。

（
13
）	『
弘
明
集
研
究
』
巻
下
の
五
六
〇
頁
に
注
一
九
七
が
、
五
六
四
頁
に
注
三
一
三
が
あ
る
。

（
14
）	
曹
景
宗
以
外
に
参
考
に
で
き
る
人
物
、
そ
の
在
任
期
間
、『
梁
書
』
の
出
典
、
答
書
の
文
字
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
尚
書
令
沈
約
（
天
監
六

年
閏
月
～
天
監
九
年
正
月
、
巻
二
武
帝
紀
中
、
九
十
字
）、
尚
書
右
僕
射
袁
昂
（
天
監
六
年
閏
月
～
天
監
八
年
、
武
帝
紀
中
・
巻
三
一
袁
昂
伝
、

百
七
十
三
字
）、
太
子
中
庶
陸
杲
（
天
監
六
年
～
天
監
八
年
に
太
子
中
庶
子
に
在
職
、
巻
二
六
陸
杲
伝
、
百
七
十
三
字
）、
太
子
詹
事
王
茂
（
天
監

六
年
に
就
任
、
巻
九
王
茂
伝
。
天
監
八
年
四
月
に
在
職
記
録
あ
り
、
武
帝
紀
中
、
百
七
十
三
字
）、
右
衛
将
軍
韋
叡
（
天
監
六
年
四
月
～
天
監
七

年
、
武
帝
紀
中
・
巻
一
二
韋
叡
伝
、
百
四
十
六
字
）。
な
お
中
書
令
王
志
（
天
監
三
年
～
五
年
、
巻
二
一
王
志
伝
・
巻
二
二
安
成
王
蕭
秀
伝
、
百
三

字
）
の
み
が
他
の
記
録
と
整
合
性
が
な
く
、
王
志
の
官
職
名
に
つ
い
て
は
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）	『
弘
明
集
研
究
』
巻
下
、
五
五
二
頁
の
注
一
を
参
照
。

（
16
）	『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』
二
五
三
・
二
五
四
頁
を
参
照
。

（
17
）	

高
麗
本
の
「
郢
」
字
に
つ
い
て
、
宋
本
と
元
本
は
「
鄒
」
字
に
作
る
と
し
、
明
本
は
「
邪
」
に
作
る
と
し
て
い
る
。「
鄒
」
で
は
整
合
性
の
あ
る
解

釈
が
で
き
な
い
。
ま
た
明
本
が
「
邪
」
に
し
た
の
は
、「
郢
」
を
正
し
く
解
釈
で
き
な
か
っ
た
た
め
「
豈
～
邪
」
の
文
型
と
解
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（
18
）	

前
半
部
分
に
「
令
瑩
」
と
し
て
登
場
し
、
詔
に
反
対
意
見
を
提
示
し
た
尚
書
令
王
瑩
は
天
監
十
五
年
に
没
す
る
の
で
（『
梁
書
』
巻
一
六
王
瑩
伝
。

書
局
一
、
二
七
四
）、
王
瑩
は
天
監
十
六
年
で
は
な
く
天
監
十
二
年
の
詔
に
反
対
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
19
）	『
梁
書
』
巻
三
一
袁
昂
伝
（
書
局
二
、
四
五
五
）
に
、「
十
一
年
入
り
て
五
兵
尚
書
と
為
り
、
復
た
右
僕
射
を
兼
ね
る
。
未
だ
拝
さ
ず
し
て
、
詔
有

り
、
真
に
即
く
。
尋
い
で
本
官
を
以
て
起
部
尚
書
を
領
し
、
侍
中
を
加
え
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
天
監
十
一
年
に
は
第
五
節
で
触
れ
た
よ
う
に
起
部

尚
書
と
し
て
宗
廟
造
営
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
た
。

（
20
）	『
梁
書
』
武
帝
紀
中
に
は
、
天
監
十
五
年
六
月
に
尚
書
令
王
瑩
が
左
光
禄
大
夫
、
開
府
儀
同
三
司
に
転
じ
て
か
ら
、
天
監
十
八
年
正
月
に
尚
書
左
僕

射
袁
昂
が
尚
書
令
に
就
任
す
る
ま
で
、
尚
書
令
に
就
任
し
た
人
物
の
記
録
は
な
い
。

（
武
蔵
野
大
学
准
教
授　
（
専
門
）六
朝
仏
教
史
）
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